熊本市立学校印刷機賃貸借仕様書

【印刷機仕様書】
	項　目
	内　　　　　　　容

	製版方式
	高速デジタル製版

	印刷方式
	全自動孔版印刷（モノクロ）

	画像解像度（読込）
	600dpi×600dpi

	画像解像度（書込）
	標準300dpi×600dpi（マスター穿孔密度：600dpi×600dp）

	使用原稿
	ブック（10kg以下）、シート

	原稿サイズ
	最大　297㎜×432㎜：A3サイズ相当

	用紙紙質
	46～210ｇ／㎡紙

	用紙サイズ
	最大　310㎜×432㎜：A3サイズ相当
最小　100㎜×148㎜：はがきサイズ

	印刷面積
	最大　250㎜×357㎜：B4サイズ相当

	製版時間
	18秒　（A4　100％）

	プリント速度
	45～150枚／分（5段階可変以上）

	インク容量
	1,000ml／本

	マスター容量
	220版相当／ロール

	マスター排版方式
	全自動

	給紙容量
	1,000枚以上（64ｇ／㎡紙使用時）

	本体操作
	大型カラー液晶タッチパネル

	原稿モード
	文字・文字写真（標準/文字優先/・下地カットON/OFF）、写真（標準/顔写真）、えんぴつ（こいめ/うすめ）

	プリント倍率
	50～200倍（1％きざみ）以上とし、等倍を含む８段階以上の固定倍率、ズーム（50～200％）、独立倍率、変倍オート、周囲余白（90～99％）、

	プリント位置調整
	天地（上下）±10㎜、左右±10㎜

	各種検知
	原稿有無検知、用紙サイズ検知、消耗品残量検知、重送検知、マスター残量検知、マスター切れ検知、インク切れ検知

	省エネモード
	ｵｰﾙｽﾘｰﾌﾟ（1～99分）・ｵｰﾄｼｬｯﾄｵﾌ（1～99分・時刻指定）

	その他
	設置する複写機は、製造業者の工場から直接出荷される製品（新品又はリサイクルパーツ等を使用し、再生処理後新品と同様の検査を受けて工場出荷され、未使用機であるもの）であること。なお、単に点検整備等オーバーホールのみを行った中古機は不可。


【保守点検業務仕様書】
　　本仕様書は、熊本市立学校における印刷機保守点検業に関し、必要な事項を定めるものとし、熊本市を「甲」、請負業者を「乙」とする。

１　目　的

　　熊本市立学校で賃貸借契約している印刷機において、学校運営に支障がでないよう保守点検を行う。

２　契約対象施設及び台数
　　別表のとおりとする。

３　業務内容　　　　　　　　　　　　　

①納入時に設置及び設定を行うこと。機器が稼動する状態までとする。

②保守については、設置日から5年間の保守とし、機器が正常に稼動し得るための点検、整備、部品等の交換及び故障した場合等の市からの要請に基づき、迅速な修理を行うものとする。修繕に時間を要するときは、同等能力を有する代替機を設置すること。

４　負担の範囲

　　点検に必要な工具・計測機器等の機材は、設備機器に付属して設置されているものを除き、乙が負担する。

　　予防保全を目的とした非常通報装置の点検調整の結果、修理・交換等を要することとなったもののうち、以下の各号に掲げる項目については、乙が負担する。

　　その他、前項に掲げる以外で修理・交換等を要することとなったものについては、作業実施及び費用の負担を甲乙双方の協議によって決定する。

　　甲の責によることで修理・交換等を要することとなったものについては、甲が負担する。

５　契約期間

　　令和7年（2025年）9月1日から令和12年（2030年）8月31日までとする。

６　業務責任者

　　業務責任者とは、乙に属する者で、業務を総合的に把握し調整を行う者をいう。

　　乙は、本契約締結後に業務責任者を定めること。

　　業務責任者は、業務担当者を兼任することができる。

７　業務担当者

　　業務担当者とは、乙に属する者で、業務内容に応じて必要とする知識及び技能を有する者とする。

　　法令等により業務を行う者の資格が定められている場合、当該資格を有する者を業務担当者とする。

８　異常時の対処、臨機の措置

　　委託期間中及び点検時に、機器等に異常が認められた場合は、直ちに必要な措置を講じるとともに、施設管理者に通報し対応方法等について協議すること。

９　その他

　　この仕様書に定めのない実施上の事項については、甲乙双方による協議によって定める。
別表　
ブロック　　小学校： 
　　　　 　　 中学校：　
　　　　　　　支援学校：
　　　　　　　専修学校：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　台
